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1 研究背景
IoTデバイスの増加により、通信トラフィックが増加
して、ネットワークに膨大な負荷がかかることが予想さ
れ、低レイテンシのサービス運用の大きな問題となる。
解決策として、エッジコンピューティングが提案されて
いる。しかし、我々は大規模な IoT ネットワークでは
これだけでは不十分であり、IoTサービスの様々な処理
（ファンクション）を連携させることによりネットワーク
負荷の軽減を図るサービスファンクションチェイニンン
グ（SFC）[1]の活用を提案している [2]。また、Named

Data Networking（NDN）[3]を通信プロトコルとして
用い、名前ベースでの柔軟なファンクションの割り当て
を行う。ここでの研究課題として、「ファンクション配
置問題」と「ファンクション選択問題」があるが、本研
究は前者を取り扱い、SFCをより効率的に行うことを目
指す。

2 SFCとNDNについて
SFC は、ネットワークの様々な機能をソフトウェア
により実現し、それらを組み合わせることにより必要な
ネットワークサービスを実現する技術である。また、イン
ターネットの主な利用がコンテンツの取得であり、IPア
ドレスを用いるロケーション指向ではなく、コンテンツ
名を通信単位とした方が、現在のインターネットに適す
る。コンテンツ指向にしたアーキテクチャを Information

Centric Network (ICN)と呼び、NDNはその中で多く
研究が行われている通信プロトコルである。

3 提案手法
ノードの次数に着目して、各ファンクションに均一か
つ類似した傾向に次数を与えて配置し、サービス実行時
間の減少を図る。配置手順を以下に示す。
(1)ノード番号 [i]、次数 [j]、隣接ノード [i ’,...]を記憶
(2)(1)を次数が大きい順に並べる
(3)ファンクション毎に分ける [種類番号][A...]

(4)(3)を [A...]を多い順に並べる
(5)(4)の順で [A...]が [A]を (2)に順番に割り当てる
その際 [種類番号][次数 (カウント)][種類内個数]を記憶
(6)[種類内個数]で [次数 (カウント)]を均一化、昇順に
(7)(6)の順番を (4)で並べた順に適応
(8)(7)の順で [A...]が次のものを (2)に割り当てる
※隣接ノードに異なるファンクション
(9)(5)の [次数 (カウント)]を更新
(10)if(残りファンクション≠ 0)(6)へ、else END

4 評価
本研究では、主に総実行時間を評価し、ランダムで配
置した場合との比較を行う。U.S-24ノードトポロジー
をトポロジーとしてシミュレーションを行い、データの
プロデューサーを 2つ、SFCリクエストを発生させる
コンシューマーを 4つ配置した。ファンクション F1～
F8を用意し、各ファンクションと同一のものを 3つ用意
し、A、B、C(例:F1A～F8C)と識別し、計 24個のファ
ンクションをトポロジーに配置した。また、15種類の
SFCリクエストを用意し、コンシューマーからランダム
に 300回発生させる。この SFCリクエストを [2]での選
択方法を用いて選択を行う。提案手法での配置を 2つと
ランダムの配置を 2つをそれぞれ 100回シミュレーショ
ンを行い、結果の平均を表 1に示す。総実行時間におい
て提案手法の方が良い値となった。つまり、次数を用い
て配置する方法は効果的な観点の 1つと言える。

表 1 シミュレーション結果

提案手法 1 提案手法 2 ランダム 1 ランダム 2

総実行時間 3906.9[ms] 4041.1[ms] 4087.8[ms] 4340.8[ms]

5 まとめ
本研究ではネットワークの負荷の軽減のためのファン
クション配置アルゴリズムを提案した。提案手法として
ノードの次数に着目し、ファンクションに偏りなく次数
を与えた。総実行時間を評価し、提案手法の方が良い結
果を示した。しかし、次数のみを考えることは最適解で
はない。SFCリクエストのファンクション順序など、次
数以外の着目点からの配置アルゴリズムが必要であり、
SFCをより柔軟で効率的にすることが期待できる。
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